
為替週間展望＝ドル円は１０９円台でのしっかりとした推移か

　　　　　　　　　［１２月３０日から年末年始２週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    12 月 23 日～ 12 月 27 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  109.40   109.68(26)    109.31(25)    109.49   +0.05

ユーロ・ドル  1.1081   1.1139(27)    1.1069(24)    1.1137   +0.0058

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    23,837.72      +21.09     日本10年債利回り   0.000   -0.014

ダウ平均株価    28,621.39     +244.43     米10年債利回り     1.894   -0.023

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

＜１２月＞

３０日　スイス１２月ＫＯＦ先行指数

　　　　米１２月シカゴ購買部協会景気指数

３１日　中国１２月製造業購買担当景気指数

　　　　米１０月住宅価格指数、米１０月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数

　　　　米１２月消費者信頼感指数

＜１月＞

１日　　元旦　※世界的に休み

２日　　中国１２月財新製造業購買担当景気指数

　　　　米新規失業保険申請件数

３日　　独１２月雇用統計

　　　　独１２月消費者物価指数速報値

　　　　米１２月ＩＳＭ製造業景況指数、米１１月建設支出

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事録（１２月１０～１１日分）

６日　　ユーロ圏１１月生産者物価指数

７日　　スイス１２月消費者物価指数

　　　　ユーロ圏１１月小売売上高指数、ユーロ圏１２月消費者物価指数

　　　　米１１月貿易収支

　　　　カナダ１１月貿易収支

　　　　米１２月ＩＳＭ非製造業景況指数、米１１月製造業受注

　　　　カナダ１２月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

８日　　豪１１月住宅建設許可件数

　　　　独１１月製造業受注指数

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米１２月ＡＤＰ雇用統計

９日　　豪１１月貿易収支

　　　　独１１月貿易収支、独１１月経常収支、独１１月鉱工業生産指数

　　　　スイス１１月小売売上高

　　　　ユーロ圏１１月雇用統計

　　　　米新規失業保険申請件数

１０日　日本１１月勤労者世帯家計調査

　　　　豪１１月小売売上高

　　　　日本１１月景気動向指数速報値

　　　　スイス１２月雇用統計

　　　　英１１月鉱工業生産指数、英１１月製造業生産指数、英１１月貿易収支
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　　　　カナダ１２月雇用統計

　　　　米１２月雇用統計
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【前回のレビュー】ドル円は１０９円接近では買いに支えられる展開となりそうだが、

１０９．７０円台では売り圧力に押されやすくなっており、１１０円手前での上値の重

さが続くとみられる。このため、ドル円は１０９円台で落ち着いた動きが見込まれると

した。

　　　　

【ドル円は１０９円台半ばを中心とした推移】

　ドル円は週の後半まで１０９.４０円を中心とした狭いレンジでの膠着状態が続い

た。クリスマス明けの２６日の東京市場で、実需とみられる仲値絡みでのドル買い円売

りが入ったと見られ、１０９.５０円超えまで上昇。さらにクリスマス明けで再開した

米株式市場で、ナスダックが史上初めて９０００ポイントを超えるなど、米主要株価指

数が軒並みの史上最高値更新を記録したことを好感したドル買い円売りが加わり、１０

９.６０円台まで上値を伸ばした。

　

　もっとも翌２７日にはポジション調整の動きから１０９.５０円割れを付けるなど、

ドル買い円売りも続かず。１０９円台半ばを中心としたレンジ取引の中での振幅という

格好になった。

　年末年始で日本勢の多くが取引を手控えるとみられるため、ドル円はこの後も１０９

円台半ばを中心としたレンジ取引が続きそう。１１０円手前にはオプション取引などに

絡んだドル売り注文が並んでいると見られ、取引参加者が少ない中で、売りをこなして

上値を付けるには勢い不足となりそう。

　もっとも、米株高の動きにみられるように、市場全体でリスク選好の動きが広がって

おり、ドル円も下がったところでは買いが出る流れに。上下ともにやや動きにくい展開

が２０２０年初めも継続となりそう。

ドル円の目先の予想レンジは、１０８．９０～１１０．００円。

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１２月３０日に米１２月シカゴ購買部協

会景気指数、３１日に米１０月住宅価格指数、米１０月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指

数、米１２月消費者信頼感指数、１月１日は元旦で休み、２日に米新規失業保険申請件

数、３日に米１２月ＩＳＭ製造業景況指数、米１１月建設支出、米連邦公開市場委員会

（ＦＯＭＣ）議事録（１２月１０～１１日分）、７日に米１１月貿易収支、米１２月Ｉ

ＳＭ非製造業景況指数、米１１月製造業受注、８日に米１２月ＡＤＰ雇用統計、９日に

米新規失業保険申請件数、１０日に日本１１月勤労者世帯家計調査、日本１１月景気動

向指数速報値、米１２月雇用統計などがある。

【ユーロドルはやや堅調地合い】

　ユーロドルは週の後半に入って、何度か頭を抑えていた１．１１ちょうどの水準を

しっかりと超えてくる動きとなった。ユーロ自体に大きな買い材料が出たというわけで

はなく、リスク選好の流れの中でユーロ円に買いが入ったことや、２０日、２４日と二

度にわたったユーロ売りドル買いがいずれも１．１０６０台で止められたことで、短期

筋からのポジション調整でのユーロ買いが入ったことなどが、ユーロ高ドル安の流れに

つながった。

　

　もっとも１２日につけた１．１２００手前まではまだ遠く、今月のレンジの中での推

移で、新たな方向性は出ていない。今週は米株式動向などにらみながら、次の方向性を

探る展開に。

ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１０７０～１．１１７０ドル。

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１２月３０日にスイス１２月ＫＯＦ先行指

数、３１日に中国１２月製造業購買担当景気指数、１月２日に中国１２月財新製造業購



買担当景気指数、３日に独１２月雇用統計、独１２月消費者物価指数速報値、６日に

ユーロ圏１１月生産者物価指数、７日にスイス１２月消費者物価指数、ユーロ圏１１月

小売売上高指数、ユーロ圏１２月消費者物価指数、カナダ１１月貿易収支、カナダ１２

月Ｉｖｅｙ購買部協会指数、８日に豪１１月住宅建設許可件数、独１１月製造業受注指

数、９日に豪１１月貿易収支、独１１月貿易収支、独１１月経常収支、独１１月鉱工業

生産指数、スイス１１月小売売上高、ユーロ圏１１月雇用統計、１０日に豪１１月小売

売上高、スイス１２月雇用統計、英１１月鉱工業生産指数、英１１月製造業生産指数、

英１１月貿易収支、カナダ１２月雇用統計などがある。
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